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運
営
に
も
協
力
し
て
い
る
。

地
域
の
企
業
と
学
校
が
連
携

す
る
形
で
実
施
す
る
北
海
道

独
自
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
未

来
の
整
備
士
を
育
成
す
る
上

で
今
後
は
一
層
重
要
性
を
増

し
そ
う
だ
。

「
第
26
回
高
校
生
も
の
づ

く
り
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大

会
」
の
自
動
車
整
備
部
門
は

11
月
14
、
15
日
に
北
海
道
自

動
車
大
学
校
で
開
催
さ
れ

る
。
14
日
は
開
会
式
、
15
日

は
競
技
と
閉
会
式
を
行
う
。

各
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
９
人
と
開

催
地
枠
代
表
の
計
10
人
が
出

場
す
る
。

ん
（
機
械
科
２
年
）
が
出
場

権
を
獲
得
し
た
。

大
会
２
日
目
は
デ
ィ
ー
ラ

ー
の
サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ッ
フ
や

採
用
担
当
者
ら
も
多
数
訪
れ

た
。
各
地
区
の
地
元
デ
ィ
ー

ラ
ー
が
大
会
の
事
前
準
備
と

し
て
、
出
場
生
徒
の
技
術
指

導
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
き

た
関
係
で
、
応
援
に
駆
け
付

け
た
も
の
だ
。
デ
ィ
ー
ラ
ー

は
審
査
員
を
出
す
な
ど
大
会

が
る
」
と
講
評
し
た
。
棚
橋

大
会
長
は
「
こ
こ
ま
で
努
力

し
て
き
た
こ
と
を
胸
に
、
世

の
中
に
出
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

審
査
の
結
果
、
平
山
さ
ん

が
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
。
帯

広
工
業
高
校
と
し
て
は
２
大

会
連
続
の
最
優
秀
賞
と
な
っ

た
。
平
山
さ
ん
は
エ
ン
ジ
ン

故
障
探
求
作
業
で
１
０
０
点

を
取
り
合
計
３
７
４
点
、
２

位
で
優
秀
賞
の
鈴
木
さ
ん
は

学
科
で
最
高
得
点
の
98
点
を

出
し
合
計
３
６
３
点
だ
っ

た
。
２
人
は
前
回
の
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
で
と
も
に
優
良
賞
を

受
賞
し
て
お
り
、
経
験
を
生

か
し
て
好
成
績
を
収
め
た
。

平
山
さ
ん
は
北
海
道
ブ
ロ

ッ
ク
代
表
、
優
秀
賞
の
鈴
木

さ
ん
は
開
催
地
枠
代
表
と
し

て
全
国
大
会
に
進
む
。
２
年

生
以
下
を
対
象
に
選
出
す
る

若
年
者
も
の
づ
く
り
競
技
大

会
自
動
車
整
備
職
種
は
、
札

幌
工
業
高
校
の
長
紗
英
里
さ

答
数
の
合
計
点
、
作
業
（
各

１
０
０
点
）
は
完
成
度
と
技

術
度
（
工
具
・
作
業
機
器
類

・
測
定
機
器
の
取
り
扱
い

方
、
作
業
順
序
、
完
成
終
了

時
間
）
、
マ
ナ
ー
・
態
度

（
作
業
態
度
・
服
装
等
の
状

況
、
安
全
作
業
の
配
慮
、
整

理
・
整
頓
・
後
片
付
け
、
ほ

か
の
競
技
者
へ
の
迷
惑
行

為
）
を
評
価
し
、
合
計
４
０

０
点
満
点
で
順
位
を
決
定
し

た
。出

場
者
は
５
班
に
分
か

れ
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
課

題
に
挑
ん
だ
。
学
校
関
係
者

や
デ
ィ
ー
ラ
ー
担
当
者
、
保

護
者
ら
が
観
戦
す
る
中
で
、

自
分
の
持
て
る
力
と
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
懸
命

に
取
り
組
む
姿
が
み
ら
れ

た
。閉

会
式
で
は
、
今
野
審
査

員
長
が
「
皆
さ
ん
の
努
力
を

随
所
に
感
じ
ら
れ
た
。
こ
の

経
験
は
必
ず
今
後
の
学
習
や

実
習
、
将
来
の
成
長
に
つ
な

ん
で
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
大
山
校
長
は
「
日
頃
の

成
果
を
発
揮
し
、
素
晴
ら
し

い
大
会
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
述
べ
た
。
今
野
和
彦

審
査
員
長
（
北
海
道
自
動
車

整
備
大
学
校
）
は
「
明
日
が

皆
さ
ん
に
と
っ
て
大
き
な
成

長
の
機
会
と
な
る
こ
と
を
願

う
」
と
激
励
し
た
。

審
査
員
紹
介
の
後
、
札
幌

工
業
高
校
の
木
幡
訊
さ
ん

（
機
械
科
３
年
）
が
選
手
宣

誓
を
行
っ
た
。

競
技
は
「
学
科
（
ガ
ソ
リ

ン
・
エ
ン
ジ
ン
／
シ
ャ
シ)｣

「
測
定
作
業
」
「
定
期
点
検

・
車
両
取
扱
作
業
」
「
エ
ン

ジ
ン
故
障
探
求
作
業
」
の
４

課
題
で
、
制
限
時
間
は
各
課

題
25
分
に
設
定
し
た
。
定
期

点
検
・
車
両
取
扱
作
業
で
は

ト
ヨ
タ
「
ヤ
リ
ス
」
を
、
エ

ン
ジ
ン
故
障
探
求
作
業
で
は

ト
ヨ
タ
自
動
車
製
ベ
ン
チ
エ

ン
ジ
ン
を
使
用
し
た
。

学
科
（
１
０
０
点
）
は
正

等
学
校
が
担
当
し
た
。

開
会
式
で
は
、
諸
橋
宏
明

大
会
長
（
北
海
道
高
等
学
校

工
業
ク
ラ
ブ
連
盟
会
長
・
札

幌
工
業
高
校
長
）
が
「
未
来

の
社
会
を
支
え
る
技
術
者
と

し
て
の
誇
り
を
持
ち
、
最
後

ま
で
集
中
力
を
切
ら
さ
ず
臨

同
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
は
、
２

０
２
７
年
度
の
「
若
年
者
も

の
づ
く
り
競
技
大
会
自
動
車

整
備
職
種
予
選
北
海
道
大

会
」
も
兼
ね
て
実
施
さ
れ

た
。
８
月
４
日
は
開
会
式
、

５
日
は
競
技
と
閉
会
式
で
、

運
営
は
北
海
道
札
幌
工
業
高

科
と
作
業
の
課
題
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
北
海
道
帯
広
工
業
高
等
学
校
の
平

山
晃
造
さ
ん
（
電
子
機
械
科
３
年
）
が
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
。
優
秀
賞
の
北

海
道
苫
小
牧
工
業
高
等
学
校
の
鈴
木
新
平
さ
ん
（
電
子
機
械
科
３
年
）
と
と

も
に
、
11
月
に
北
海
道
自
動
車
整
備
大
学
校
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出

場
す
る
。

北
海
道
内
の
工
業
高
校
に
通
う
生
徒
が
自
動
車
整
備
の
知
識
と
技
術
を
競

う
「
第
26
回
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
自
動

車
整
備
部
門
」
（
主
催
＝
北
海
道
高
等
学
校
工
業
ク
ラ
ブ
連
盟
、
北
海
道
工

業
高
等
学
校
長
会
）
が
、
専
門
学
校
北
海
道
自
動
車
整
備
大
学
校
（
大
山
節

夫
校
長
、
札
幌
市
東
区
）
で
開
催
さ
れ
た
。
７
校
か
ら
14
人
が
参
加
し
、
学

開会式では出場選手全員で記念撮影した

課題Ⅲの定期点検・車両取扱作業

課題Ⅱの測定作業

大
き
な
成
長
の
機
会
と
し
て

７校14人 未来担う精鋭

ね
て
き
た
練
習
の
成
果
を
最
大

限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
最
後

ま
で
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

で
指
導
し
て
く
れ
た
先
生
方
や

ト
ヨ
タ
モ
ビ
リ
テ
ィ
帯
広
さ
ん

へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
積
み
重

し
た
が
、
落
ち
着
い
て
状
況
を

判
断
し
、
臨
機
応
変
に
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
結
果

が
出
る
ま
で
と
て
も
不
安
で
し

た
が
、
優
勝
で
き
て
本
当
に
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

全
国
大
会
で
も
焦
ら
ず
落
ち

着
い
て
取
り
組
み
た
い
で
す
。

上
位
入
賞
を
目
指
し
、
こ
れ
ま

高
校
２
年
生
か
ら
挑
戦
し
た

「
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
自

動
車
整
備
部
門
」
で
優
勝

を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
大
会
で
は
途
中

で
ミ
ス
を
し
て
し
ま
い
ま

く
だ
さ
っ
た
先
生
や

応
援
し
て
く
れ
た
仲

間
た
ち
の
お
か
げ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
大
会
で
は

小
さ
な
ミ
ス
も
あ

り
、
納
得
の
い
か
な

い
部
分
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
自
分
の
弱
点
を
克
服

す
る
た
め
、
さ
ら
に
練
習
に
励

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
地
元
の
北
海
道
で
開

催
さ
れ
る
全
国
大
会
で
は
、
自

分
の
実
力
を
発
揮
し
て
、
悔
い

の
な
い
よ
う
に
全
力
で
一
つ
一

つ
の
課
題
に
挑
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

全
国
大
会
出
場
が
決
ま
り
、

自
分
の
今
ま
で
の
努
力
が
報
わ

れ
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
大
会
出
場
に
当
た
り
、
ご

協
力
い
た
だ
い
た
ト
ヨ
タ
カ
ロ

ー
ラ
苫
小
牧
さ
ま
、
指
導
し
て
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苫
小
牧
工
業
高
校

鈴
木
新
平


成
果
を
最
大
限
に

最
後
ま
で
全
力
で

さ
ら
に
練
習
積
ん
で

悔
い
の
な
い
よ
う
に
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今回は２回目の出場でしたが、本番は

緊張しました。昨年の出題よりも難易度

が上がっていたため、時間が足らないこ

ともありました。特に、定期点検・車両

取付作業について

は作業量が増えて

いたことで、時間

配分が難しかった

です。

私はクルマとレ

ースが好きなの

で、レースに携わ

る仕事に就職でき

るよう、今回の経

験を生かしていき

たいです。

札幌工業高校
機械科 ３年 木幡 訊(こはた･しゅん)札幌工業高校
機械科 ３年 木幡 訊(こはた･しゅん)札幌工業高校
機械科 ３年 木幡 訊(こはた･しゅん)

難しかった時間配分

初めての大会出場のため、経験不足を

感じましたが「やれるところまでやって

みよう！」と一生懸命に作業を進めまし

た。エンジンの故障探求では、これまで

の練習ではやってい

ない作業でしたが、

これまで学んだこと

を思い出し、何とか

クリアすることがで

きました。

悔しさが残る大会

だったので、学科を

より幅広く学び、完

璧に作業をこなして

来年こそは、すべて

やり切りたいです！

思ったより緊張はしませんでしたが、

定期点検・車両取扱作業は時間が足りな

いと焦ってしまい、普段とは違う手順で

行ってミスが出ました。エンジン故障探

求作業は制限時間

や工具など本番同

様の条件で行った

事前の練習の成果

を発揮することが

できました。

今後は自動車業

界で働きたいと思

っているので、新

しい知識や技術を

身に付けたいで

す。

悔しさが残るけれど

札幌工業高校
機械科 ２年 長 紗英里(ちょう･さえり)札幌工業高校
機械科 ２年 長 紗英里(ちょう･さえり)札幌工業高校
機械科 ２年 長 紗英里(ちょう･さえり)

練習の成果発揮できた

函館工業高校
電子機械科 ３年 村上 璃空(むらかみ･りく)函館工業高校
電子機械科 ３年 村上 璃空(むらかみ･りく)函館工業高校
電子機械科 ３年 村上 璃空(むらかみ･りく)

昨年は緊張しましたが、今年はある程

度冷静に、練習を思い出しながら余裕を

持って取り組むことができました。エン

ジン故障探求作業は制限時間よりも15分

早く終わりまし

た。定期点検・車

両取扱作業は途中

で全部は間に合わ

ないと判断し｢や

れるところだけや

ろう｣と切り替え

ました

来年は３年連続

で出場したいと考

えています。目標

は優勝です。

函館工業高校
電子機械科 ２年 岡田 義宏(おかだ･よしひろ)函館工業高校
電子機械科 ２年 岡田 義宏(おかだ･よしひろ)函館工業高校
電子機械科 ２年 岡田 義宏(おかだ･よしひろ)

冷静に余裕を持って

学校で日常的に自動車に触れることに

加えて、４月から学科や実技の準備を進

めてきました。課題は特に点検が難しか

ったです。昨年から２回目の出場とな

り、会場の雰囲気

などにも慣れて冷

静に取り組めまし

た。実力の７割は

発揮できたと思い

ます。

今後は自動車メ

ーカーに就職し

て、スポーツカー

の開発に携わるこ

とを目指していま

す。

２回目の出場で冷静に

旭川工業高校
電子機械科 ３年 伊藤 巧(いとう･こう)旭川工業高校
電子機械科 ３年 伊藤 巧(いとう･こう)旭川工業高校
電子機械科 ３年 伊藤 巧(いとう･こう)

学校でのものづくりを通じて自動車に

興味を持ち、コンテストは２回目の出場

です。本番直前は毎日３時間以上の訓練

を行ってきました。

課題は全体的に

難しく、定期点検

は想定外の内容が

あり、故障探求は

普段使っていない

道具が用意されて

いたため、時間配

分が難しかったで

す。自身の知識や

技能を活用し、実

力は十分に発揮で

きたと思います。

日々３時間超の訓練

旭川工業高校
電子機械科 ３年 鈴木 雅也(すずき･まさや)旭川工業高校
電子機械科 ３年 鈴木 雅也(すずき･まさや)旭川工業高校
電子機械科 ３年 鈴木 雅也(すずき･まさや)

２年ぶり２回目の出場で、前回よりも

課題が難しくなっている印象です。特に

点検科目は課題数も多く、普段と異なる

手順で行ったため手間取りました。

出場に向けては

２カ月ほど前から

準備を進めてきま

した。学校の課外

活動でほぼ毎日自

動車に触れてお

り、地域のディー

ラーにも協力して

もらいながら整備

に対する技能を高

めてきました。

しっかりとした準備

北見工業高校
電子機械科 ３年 遠藤 真尋(えんどう･まひろ)北見工業高校
電子機械科 ３年 遠藤 真尋(えんどう･まひろ)北見工業高校
電子機械科 ３年 遠藤 真尋(えんどう･まひろ)

昨年に続き２回目の出場です。前回か

ら課題の制限時間が長くなりましたが、

難しい課題も多く苦戦しました。故障探

求の課題はスムーズにこなせましたが、

点検は小さなミスが

重なって時間が足り

ませんでした。冷静

に作業することの重

要性を感じました。

学校卒業後は、専

門学校に進学しま

す。２級整備士資格

の取得し、働きなが

ら１級資格にも挑戦

したいと考えていま

す。

北見工業高校
電子機械科 ３年 小 蒼空(おばら･そら)北見工業高校
電子機械科 ３年 小 蒼空(おばら･そら)北見工業高校
電子機械科 ３年 小 蒼空(おばら･そら)

冷静さの重要性実感

出
場全

選
手紹

介

出
場全

選
手紹

介

(16)2 0 2 6年(令和8年)9月3日号



昨年の反省を生かし、不得意な作業な

ど対策を行ってきました。しかし、定期

点検の作業ではタイヤ脱着を伴う作業な

ど、出題ボリュームが多くなっていたの

で、時間に余裕があ

りませんでした。一

方で、学科について

は対策を重ねてきた

ので、前回よりもス

ムーズに回答するこ

とができました。

今後は、知識と技

術を生かせる仕事に

就き、支えてくれた

皆さんに恩返しをし

ていきたいです。

苫小牧工業高校
電子機械科 ３年 鈴木 新平(すずき･しんぺい)苫小牧工業高校
電子機械科 ３年 鈴木 新平(すずき･しんぺい)苫小牧工業高校
電子機械科 ３年 鈴木 新平(すずき･しんぺい)

対策の成果出せた学科

緊張はしませんでしたが、ぶっつけ本

番のものも結構あり、練習で取り組んだ

ことをうまくできませんでした。しか

し、こういう貴重な経験ができて良かっ

たです。

昨年の大会に出

場した先輩はディ

ーラーで働きなが

ら私たちを指導し

てくれました。私

も卒業後はディー

ラーに就職し、後

輩が大会で良い結

果を出せるように

教えていきたいと

思います。

自動車に興味があり、出場を決めまし

た。先輩と放課後や休日を利用しなが

ら、準備を進めてきました。

課題はどれも難易度が高く、特に故障

診断が難しかっ

たです。想定し

ていなかった内

容も出題された

ものの、実力の

８割程度は発揮

できました。自

動車に関する知

識や技能を蓄え

て、来年も出場

したいと考えて

います。

緊張の中で貴重な経験

釧路工業高校
電子機械科 ３年 馬場 偉吹(ばば･いぶき)釧路工業高校
電子機械科 ３年 馬場 偉吹(ばば･いぶき)釧路工業高校
電子機械科 ３年 馬場 偉吹(ばば･いぶき)

実力の８割発揮できた

釧路工業高校
電子機械科 ２年 曽我 和史(そが･かずふみ)釧路工業高校
電子機械科 ２年 曽我 和史(そが･かずふみ)釧路工業高校
電子機械科 ２年 曽我 和史(そが･かずふみ)

事前に練習を結構行いましたが、いつ

ものようには、うまくできませんでし

た。ただ、昨年も大会に出場しました

が、今年の方が良かったと思います。特

に学科とエンジン

故障探求作業は手

応えがありまし

た。定期点検・車

両取扱作業は少し

難しく感じました

が、全体を通して

は、まずまずだっ

たと思います。

今後の目標は自

動車整備士になる

ことです。

帯広工業高校
電子機械科 ３年 平山 晃造(ひらやま･こうぞう)帯広工業高校
電子機械科 ３年 平山 晃造(ひらやま･こうぞう)帯広工業高校
電子機械科 ３年 平山 晃造(ひらやま･こうぞう)

全体通してはまずまず

あまり緊張はしませんでしたが、思っ

たよりも難しかったです。中でも定期点

検・車両取扱作業がうまくできませんで

した。手応えがあったのは測定作業で

す。事前の練習で

取り組んだ成果を

発揮することがで

きて良かったで

す。

１年生なので、

あと２回大会に出

るチャンスがあり

ます。北海道大会

で優勝し、全国大

会に出場すること

が目標です。

測定作業には手応え

帯広工業高校
電子機械科 １年 岡崎 想司(おかざき･そうし)帯広工業高校
電子機械科 １年 岡崎 想司(おかざき･そうし)帯広工業高校
電子機械科 １年 岡崎 想司(おかざき･そうし)

初出場の経験を無駄にすることのない

よう、日々の練習と学科の勉強を行って

きました。正直、定期点検の出題ボリュ

ームが多くなっていたので、時間内に終

わらせることができ

ずに悔しい思いをし

ました。ただ、学科

についてはよく勉強

した内容が多く出題

されていたので自信

があります！

自分の夢でもある

整備士になるため

に、これからもクル

マへの知識と技術の

向上を目指します。

日々勉強 学科には自信

苫小牧工業高校
電子機械科 ３年 円谷 琉人(えんや･りゅうと)苫小牧工業高校
電子機械科 ３年 円谷 琉人(えんや･りゅうと)苫小牧工業高校
電子機械科 ３年 円谷 琉人(えんや･りゅうと)

26回第26回第26回

高校生
ものづくり

コンテスト

高校生
ものづくり

コンテスト
北海道ブロック大会
自動車整備部門

【大会名称】第26回高校生ものづくりコ
ンテスト全国大会

【期日】2026年11月14日(土)～15日(日)
【主催】公益社団法人全国工業高等学校

長協会
【主管】北海道地区工業高等学校長会
【自動車整備部門開催場所】

専門学校北海道自動車整備大学
校（札幌市東区）

【大会名称】令和８年度（2026年度）第
26回高校生ものづくりコン
テスト北海道ブロック大会
自動車整備部門兼令和９年
度（2027年度）若年者もの
づくり競技大会自動車整備
職種予選北海道大会

【期日】2026年８月４日(火)～５日(水)
【主催】北海道高等学校工業クラブ連

盟、北海道工業高等学校長会
【後援】北海道教育委員会、北海道産業

教育振興会、北海道の工業教育
を推進する会、一般財団法人札
工振興会

【運営校・当番校】北海道札幌工業高等
学校

【開催場所】専門学校北海道自動車整備
大学校（札幌市東区）

【出場資格】北海道高等学校工業クラブ
連盟加盟校の生徒
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課
題
Ⅰ

学
科

(

ガ
ソ
リ
ン･

エ
ン
ジ
ン
／
シ
ャ
シ)

３
級
自
動
車
ガ
ソ
リ
ン
・
エ
ン
ジ
ン

認
定
問
題
程
度
。
３
級
自
動
車
シ
ャ
シ

認
定
問
題
程
度
。
（
法
規
を
除
く
）

課
題
Ⅱ

測
定
作
業

〈
主
な
測
定
機
器
〉
ノ
ギ
ス
、
Ｖ
ブ
ロ
ッ
ク
、
定

盤
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
ス
タ
ン
ド
、
ダ
イ
ヤ
ル
ゲ
ー
ジ
、

マ
イ
ク
ロ
メ
ー
タ
、
シ
ッ
ク
ネ
ス
ゲ
ー
ジ
、
シ
リ
ン

ダ
ゲ
ー
ジ
、
サ
ー
キ
ッ
ト
テ
ス
タ
、
ス
パ
ー
ク
プ
ラ

グ
ギ
ャ
ッ
プ
ゲ
ー
ジ
等

課
題
Ⅲ

定
期
点
検･

車
両
取
扱
作
業

〈主な使用工具・機器等〉トルクレンチ、クロスレンチ、スケール、ノギス、デプ

スゲージ、タイヤエアゲージ、基本的な工具、サーキットテスタ、リフト、車両保護

カバー、ウエス等

〈使用車両〉トヨタヤリス ５ＢＡ―ＭＸＰＡ１５

〈エンジン〉Ｍ１５Ａ―ＦＫＳ

課
題
Ⅳ

エ
ン
ジ
ン
故
障
探
求
作
業

〈
主
な
使
用
工
具
・
測
定
機
器
〉
サ
ー
キ
ッ
ト
テ
ス
タ
、
整
備
用
ス

キ
ャ
ン
ツ
ー
ル
（
Ｈ
Ｄ
Ｍ
―
９
０
０
０
）
、
基
本
的
な
工
具
等

〈
使
用
車
両
〉
ト
ヨ
タ
製
ベ
ン
チ
エ
ン
ジ
ン
（
ベ
ー
ス
車
両
：
ポ
ル

テ
／
ス
ペ
ー
ド
）

〈
エ
ン
ジ
ン
〉
１
Ｎ
Ｒ
―
Ｆ
Ｅ

懸命に冷静に懸命に冷静に
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